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　神戸市兵庫区平野地区は過去は市電の終点として栄えた地域ですが、現在は
高齢化の進展などにより空き店舗が目立っています。本プロジェクトは、学生が
同地区に新たに整備された空き店舗を改修したカフェ空間への出店体験を通じ
て、社会人基礎力を養成するとともに、平野地区にない新たな価値を見出すこと
で、地域貢献を果たそうとする取り組みです。また、賑わっているとは言えない
「課題先進地」で社会共創活動をすることで、社会と共創を実現することの難し
さを理解することも目標としました。

　学生自らがPDCAのマネジメントサイクルを回して計画の熟度を高めていきまし
た。KIKKAKEのオープン同月の2023年3月にゼミで訪問し、5ヶ月間かけて事業
計画の作成（計画修正）、試作（計画修正）、出店（振り返り）を行いました。ゼミ
生は社会人基礎力の全ての項目で成長があったと言います。「前に踏み出す力」
では、売り上げ目標達成のため一丸となって積極的に行動したことで「実行力」
が身についたと言います。また、「チームで働く力」では、企画に多くのアドバイス
を反映させ、店舗経営では臨機応変に対応できたことから、特に「柔軟性」が身
についたと言います。

オムライスチームはクッキーとドリンクも用意。

経営面でも様々なチャレンジ。コミュニケーション
を取ることの重要性を肌で感じました。

計画段階の狂いが当日の売上にも大きく影響
します（仕込みの風景）。

　本プロジェクトは、神戸平野地区で空き店舗を賃借し、平野地区にない新たな
価値を見出すことで地域貢献を果たそうとする取り組みです。具体的には、すで
に空間として整備されている「カフェ＆バー」を活用して、ゼミ生が2チームに分か
れて地域に貢献できる店を出店するもの（教務部ご紹介）。具体的には、パスタ
チームとオムライスチームがそれぞれ数種類のメニューを用意して挑戦しました。

　①地域の課題を知ることで、どのようにすれば地域の課題解決に貢献できるか
を考え抜くことを目標としました。そのうえで、②学生が同地区に新たに整備され
た空き店舗を賃借し、カフェ空間への出店を通じて、平野地区にない新たな価値
を見出すことを目的としました。

学生自らがPDCAのマネジメントサイクルを回り、計画
の熟度を高めていきました。KIKKAKEがオープンした
直後の2023年3月にゼミで訪問し、5ヶ月間かけて事
業計画の作成（計画修正）、試作（計画修正）、出店
（振り返り）を行いました。
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出店前の風景。目標を達成し、かつ地域に貢献
できるかどうか。

店内の風景。事前告知が功を奏してお客さまも
たくさん来てくれました。

パスタチームは3種類のパスタを用意。写真は具
材たっぷりのナポリタン。

　地域の課題は、①神戸市兵庫区平野地区は、過去は市電の終点として繁栄し
た地域ですが、現在は高齢化により空き店舗が目立つなど、商店街の衰退が厳
しく、新しいお店がなかなか出店しない状況です。また、②地域の高齢化が進
み、若者が地域の存在に気づいてくれないことも課題でした。
　学生の課題は、①コロナ禍で、社会との活動が制約されていたので、挑戦する
機会がありませんでした。加えて、②挑戦する機会がないので、ゼミ生の目標で
ある社会人基礎力を養成する機会がありませんでした。

　チャレンジの長坂泰之ゼミナールです。「商業まちづく
り」に興味がある学生大歓迎！
大きく変化する時代のど真ん中にみんなは生きてま
す。そして、みんなにはこれからたくさんのビッグウェー
ブが訪れます。ゼミ活動で様々なチャレンジをして自分
を磨いて、ビッグウェーブの波に乗れる人材になって欲
しいと思っています。

　神戸・平野商店街を活性化させるKIKKAKE　PLACE
を運営されています。今回、学生のために、KIKKAKE
PLACEを貸していただきました。また、出店に向けて
様々なアドバイスをいただきました。
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平野商店街は、決して人通りが多い地域ではあ
りません。現場で活動することで始めて気づく課
題も数多くありました。
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